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続究成果

有機一無機ハイブリッド組成における翼方講造の制御

メチルシロキサン組成を中心とする有機一無機ハイブリッド組成のゲ、ノレ試料を、主に向かい合

わせた二枚のガラス板の間隔を様々に変えた関鎖系において作製した。この系においては、相分

離によって生じた移動度の高いドメインが、容器援への濡れによる物質輪送と、円柱状ドメイン

の粘弾性的応答による延伸によって、重力方向に異方性をもっ柱状(ピラー)構造が発達するこ

とを見出した。溶樹立成や共存する界面活性剤により、形成されるピラーの数や太さを制御する

ことができた。これによって、関空間中に異方性のドメインからなるマクロ多孔構造を、微細加

工などを使わずに形成することが可能となった。将来的にマイクロミキサー、マイクロリアクタ

ーへの展開が期待できる。

秩懸の高いメソ子しをもっ髄謡曲多孔材料の作製

ケイ素アノレコキシドおよびピストリアルコキシシリルアルカンを出発物質として、界面活性剤

の共存下で棺分離を伴うゾノレーゲル反応を行い、整ったマクロ孔と長距離秩序をもったメソ孔と

を併せもつ、階層的多干し構造材料を得た。界部活性剤のメソ領域の秩序構造i士、ミセノレの疎水部

を膨糟させる添加物が共存する場合、眼られた組成領域で発達することが分かった。膨潤剤がト

リメチルベンゼ、ンで、ある場合、過剰な膨糟弗jはミセノレの形状を捧状から球状に変え、二次元六方

最密構造から無秩序なメソ孔構造へと転移が起こることが明らかになった。また添加物を加える

ことによって、棒状ミセルの安定化される長さを制御することも可能となり、ピストリメトキシ

シリルエタンーベンジノレアルコール-F127系では、板状、俵状など、長さの制限された骨格構造

からなる、マクロ多孔材料が得られた。これまで、微粒子あるいは薄膜上で得られることの多か

ったメソポーラス材料が、撃ったマクロ孔をもっ支持構造を与えられたため、特に液相接触によ

る反応デバイスへの展開が期待される。

共連続マクむ多孔構造の3次元観察と流体鎗送挙動

ブノレオレセインを導入したマクロ多孔性ゲルの、共焦点顕微鏡による 3次元観察と骨格構造の

界謡曲率解析によって、締孔径分布、気孔率など、従来間接的な方法で測定されてきた諸物性を、

実空間の構造から直接決定する方法を確立し、界面の幾何学的特長を定量化することができた。

この空間配置情報を参考にして、共連続マクロ多孔性ゲノレのモデル構造を構築し、マクロ孔を流

れる流体の輸送挙動をシミュレーションによって予測すると共に、実際の圧力損失データと比較

した。圧力損失の気孔率依存性は、実際の多孔材料において、いずれのそデル構造よりも強くな

った。実際の多孔材料の骨格の形態を考慮することにより、モデル構造をさらに改良する方法を

提案した。マクロ多孔性担体の分離@反応場としての応用において、流体輸送特性と純手し構造と

の詳締な対応は、ナノ領域の反応とマクロ領域の物質輸送のバランスを決める重要な情報となる。
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